
 
 

 

 

 

 

 

 

教育に係るアセスメントの結果について 
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アセスメント・ポリシーに基づく教育の質保証について 

 

 本学は、令和 4（2022）年度からの第 4期中期目標・中期計画期間（6年間）

における中期計画に「各研究科の専門性に応じた大学院教育を体系的に実施す

る」ことを掲げ、これを達成するための評価指標として、大学院教育を確実に展

開するため、令和 4年度にアセスメント・ポリシーを策定、令和 5年度からアセ

スメント・チェックを実施し、教育課程の評価・改善に取り組むこととした。 

このため、令和 4（2022年）年度に、教育推進機構教育戦略室会議においてア

セスメント・ポリシー及びアセスメント・ポリシーの運用について検討後、教育

推進機構会議、役員会及び教育研究評議会の審議を経て策定された。また、各学

部・研究科及び教育推進機構単位のアセスメント・ポリシーについても策定する

こととし、本学が中期計画指標に掲げる研究科全体に係るアセスメント・ポリシ

ー及び各研究科単位のアセスメント・ポリシーを策定するとともに、各学部及び

教育推進機構に係るアセスメント・ポリシー及び各部局単位のアセスメント・ポ

リシーについても策定し、本学のアセスメント体制を整備したものである。 

本学のアセスメント・ポリシーは、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・

ポリシー（DP））に定める学位取得の要件に基づき、教育目標の到達度、学生の

満足度などの学修成果に関してアセスメント（測定・評価）を実施し、各教育課

程の有効性について検証を行うとともに、その結果等を教育改革、教育方法の改

善及び学修支援等に活用することをもって、本学における教学マネジメントに基

づく「学修者本位の教育の実現」に向けた教育の質保証を推進することを目的と

している。 

 今回実施した教育に係るアセスメントは、令和 4(2022)年度の教育活動や令和

5(2023)年度に開講する授業科目におけるカリキュラム・チェックの実施結果等

について調査を行い、各部局等が行ったアンケートの調査結果等も含め、教育推

進機構において全学的観点から検証した結果を、報告書として纏めたものであ

る。 
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Ⅰ 実施体制等 

 

１ 実施単位 

アセスメントの単位は、学部においては、機関レベル（大学全体）、教育課程レベル

（各学部）、科目レベル（各授業）の 3区分としている。また、研究科においても、機

関レベル（大学全体）、教育課程レベル（各研究科）、科目レベル（各授業）の 3区分と

している。 

 

２ 実施体制 

アセスメントは、機関レベルでは教育推進機構が実施、教育課程レベル及び科目レベ

ルでは各学部及び研究科等がそれぞれ実施する体制としている。 

  

３ 実施方法 

アセスメントは、以下について、アセスメント・ポリシーに規定するアセスメント・

チェックリストにより実施する。 

(1)  入学、進学、留年、退学等及び卒業・修了及び進路の状況 

(2)  教育活動、研究活動及び社会との連携等の状況 

(3)  カリキュラム・チェック 

(4)  授業の開講、成績評価の状況 

(5)  学生支援の状況 

(6)  学修環境及び研究環境の整備状況 

(7)  入学時（志望動機等）アンケート調査 

(8)  在学時（授業評価、生活状況、進路希望等）アンケート調査 

(9)  卒業時（大学の満足度等）及び終了時（研究指導の満足度）のアンケート調査 

(10) 卒後（修了後）3年経過時（第 79回）DPの有効性、就職先企業等に対する本学卒

業（修了）生の評価等）アンケート調査 

(11) その他アセスメントに有効な取組等 

 

なお、上記(1)及び(2)については、業務の効率化の観点から、国立大学法人弘前大学

組織評価実施規程により実施された組織評価の結果等を利用して行うこととしている。 

 

アセスメントの結果は、教育推進機構会議に報告された後、教育推進機構長が調査結

果について全学的見地から検証を行い、評価結果を取りまとめた上で学長に報告され

る。学長は、改善すべき事項があったと判断する場合、教育推進機構に改善計画を取り

まとめさせ、該当する学部・研究科等に改善計画に基づいた措置を講ずることを命じ、

また、学部等は講じた措置の結果について、最終的に学長に報告される。 
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図Ⅰ－1 弘前大学における「アセスメント・ポリシー」に基づく教育の質保証体制等
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Ⅱ アセスメントの結果について 

 

項目１ 入学状況、進学・留年・退学の状況、卒業や進路の状況 

 

１ 目的及び実施方法 

弘前大学アセスメント・ポリシーに基づき、令和 4（2022）事業年度の組織評価の結

果（令和 5年 10 月 16日役員会報告）及び国立大学法人弘前大学組織評価実施要項に定

める評価指標により、各学部・研究科の卒業認定・学位授与の方針による教育課程の有

効性について検証を行い、もって、本学の教育改革、教育方法の改善及び学習支援等に

活用することを目的としてアセスメントを実施した。 

 

２ 検証及び評価 

 組織評価実施要項に定める評価指標を利用し、入学、進学、留年及び卒業、休学及び

退学、進路の状況について、令和 4年度と令和 3年度との経年比較等により検証・評価

した。 

 

(1) 入学等の状況 

各学部における前期日程及び後期日程における志願倍率は、人文社会科学部 4.2（前

年度 3.6）、教育学部 5.6（2.8）、医学部医学科 5.3（4.1）、医学部保健学科 4.4

（2.7）、理工学部 5.0（2.5）、農学生命科学部 3.7（2.6）倍となっている。全ての学部

において、令和 3年度から志願倍率を引き上げ、改善していると評価できる。 

志願倍率は、「国立大学学部系統別志願倍率」等を基準値として、以下のとおり評価

した。なお、基準値は人文社会科学部 3.9、教育学部 3.5、医学部医学科 4.6、医学部保

健学科 2.6、理工学部 3.9、農学生命科学部 3.8倍である。 

基準値比較では、医学部保健学科は前年度に引き続き「良好」、人文社会科学部及び

医学部医学科は前年度「おおむね良好」から 1段階引き上げ「良好」、教育学部及び理

工学部は前年度「不十分」から 2段階引き上げ「良好」となっている。農学生命科学部

は前年度「不十分」から 1段階引き上げ「おおむね良好」となっており、全ての学部に

おいて、維持または改善されていると評価できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価 部局 

良好（基準値以上） 人文社会科学部、教育学部、医学部医学科、医学部保健学

科、理工学部 

おおむね良好（基準値

未満だが近似値） 

農学生命科学部 

不十分（基準値未満で

近似値にない） 

該当なし 
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 各研究科における入学定員充足率は、人文社会科学研究科 118.8％、教育学研究科

100.0％、医学研究科 96.7％、保健学研究科博士前期課程 110.0％・博士後期課程

108.3％、理工学研究科博士前期課程 103.3％・博士後期課程 66.7％、農学生命科学研

究科 96.0％、地域社会研究科 133.3％、地域共創科学研究科 110.0％であった。 

充足率 90%を基準値とし、90％を満たしていれば「良好」、満たしていなければ「不十

分」として、以下のとおり評価した。 

評価 部局 

良好 人文社会科学研究科、教育学研究科、医学研究科、保健学研究科、

理工学研究科（博士前期課程）、農学生命科学研究科、地域社会研

究科、地域共創科学研究科 

不十分 理工学研究科（博士後期課程） 

 

また、各研究科の収容定員充足率は、人文社会科学研究科 146.9％、教育学研究科

105.6％、医学研究科 120.0％、保健学研究科博士前期課程 123.3％・博士後期課程

152.8％、理工学研究科博士前期課程 104.6％・博士後期課程 88.9％、農学生命科学研

究科 90.0％、地域社会研究科 216.7％、地域共創科学研究科 105.0％であった。 

充足率が 90％を満たしていれば「良好」、充足率が 90％を満たしていないまたは

110％を上回っている場合は「不十分」として、以下のとおり評価した。 

評価 部局 

良好 教育学研究科、理工学研究科（博士前期課程）、農学生命科学研究

科、地域共創科学研究科 

不十分 人文社会科学研究科、医学研究科、保健学研究科、理工学研究科

（博士後期課程）、地域社会研究科 

 

(2) 進学の状況 

学部卒業者の大学院進学率は、以下のとおり。組織評価では調査項目としていないた

め、組織調査で利用している弘前大学 IRデータに基づき検証した。 

なお、留年者数は標準修業年限を超えて在学する学生数として、長期履修学生は除い

ている。また、医学部医学科はほとんどが臨床研修に進むため、調査から除外した。 

学 部 人社 教育 保健 理工 農生 

進学率（％） 令和 4 年度 3.2 7.9 8.5 43.4 31.8 

令和 3 年度 3.9 10.0 8.3 42.5 25.7 

 

上記の進学率が昨年度より増加していれば「良好」、昨年度と同程度（▲1.0％以内）

の場合は「おおむね良好」、昨年度より減少し同程度にもない場合は「不十分」とし

て、以下のとおり評価した。 

 

 

 

評価 部局 

良好 医学部保健学科、理工学部、農学生命科学部 

おおむね良好 人文社会科学部 

不十分 教育学部 
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(3) 留年及び卒業の状況 

留年の状況については、学部の留年率は以下のとおり。組織評価では調査項目として

いないため、組織調査で利用している弘前大学 IRデータに基づき検証した。 

なお、留年者数は標準修業年限を超えて在学する学生数として、長期履修学生は除い

ている。 

学 部 人社 教育 医 保健 理工 農生 

留年率（％） 令和 4 年度 3.8 3.3 3.9 0.5 3.2 2.1 

令和 3 年度 3.4 3.1 3.5 0.7 3.4 1.4 

 

留年率が昨年度より減少していれば「良好」、昨年度と同程度（▲1.0％以内）の場合

は「おおむね良好」、昨年度より増加し同程度にもない場合は「不十分」として、以下

のとおり評価した。 

 

 

 

 

 

卒業の状況については、学部の卒業率は以下のとおり。長期履修制度を活用した在学

生の有無などを勘案し、大学院を除いて、学部における修業年限内での卒業について検

証した。 

なお、医学部医学科はほとんどが臨床研修に進むため、経年比較のみの参考値とし、

評価の対象としていない。 

学 部 人社 教育 医 保健 理工 農生 

修業年限での

卒業率(%) 

令和 4 年度 88.5 93.3 68.9 94.2 88.3 86.9 

令和 3 年度 85.4 92.5 71.2 95.1 86.2 85.8 

 

卒業率が昨年度より増加していれば「良好」、昨年度と同程度（▲1.0％以内）の場合

は「おおむね良好」、昨年度より減少し同程度にもない場合は「不十分」として、以下

のとおり評価した。 

 

 

 

 

 

(4) 休学及び退学の状況 

休学の状況について、各学部及び研究科の休学率は、以下のとおり。 

休学の理由は、学部では進路再考（44.3％）、病気（20.3％）、一身上の都合

（11.4％）、大学院では職務復帰・専念（36.5％）、その他（36.5％）、進路再考

（9.5％）の順となっている。なお、留学を理由とした休学は、調査対象から除いた。 

評価 部局 

良好 医学部保健学科、理工学部 

おおむね良好 人文社会科学部、教育学部、医学部医学科、農学生命科学部 

不十分 該当なし 

評価 部局 

良好 人文社会科学部、教育学部、理工学部、農学生命科学部 

おおむね良好 医学部保健学科 

不十分 該当なし 
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＜学 部＞ 

学 部 人社 教育 医 保健 理工 農生 

休学率（％） 令和 4 年度 1.8 0.8 1.1 0.9 1.3 1.4 

令和 3 年度 1.4 0.7 0.6 0.5 1.6 2.2 

 

＜大学院＞ 

 

 

 

 

 

休学率が昨年度より減少していれば「良好」、昨年度と同程度（▲1.0％以内）の場合

は「おおむね良好」、昨年度より増加し同程度にもない場合は「不十分」として、以下

のとおり評価した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、退学の状況について、各学部及び研究科の退学率は以下のとおり。 

退学の理由は、学部では進路変更（57.1％）、修学意欲の喪失（17.5％）、病気

（12.7％）の順となっている。また、大学院では就職（22.7％）、進路変更（18.2％）、

一身上の都合（18.2％）の順となっている。 

＜学 部＞ 

学 部 人社 教育 医 保健 理工 農生 

退学率（％） 令和 4 年度 1.2 1.1 0.6 0.6 1.6 0.8 

令和 3 年度 0.4 0.4 0.1 0.8 1.1 1.3 

 

＜大学院＞ 

 

 

 

 

退学率が昨年度より減少している、または実績がない場合は「良好」、昨年度と同程

度（▲1.0％以内）の場合は「おおむね良好」、昨年度より増加し同程度にもない場合は

「不十分」として、以下のとおり評価した。 

研究科 人社 教育 医 保健 理工 農生 地社 地共 

休学率

（％） 

令和 4 年度 10.6 5.0 15.3 4.7 1.4 2.2 25.6 1.6 

令和 3 年度 9.8 2.6 21.2 4.8 1.5 2.2 23.7 0.0 

評価 部局 

良好 （学部）理工学部、農学生命科学部 

（大学院）医学研究科、保健学研究科、理工学研究科 

おおむね良好 （学部）人文社会科学部、教育学部、医学部医学科、医学部保健学

科 

（大学院）人文社会科学研究科、農学生命科学研究科 

不十分 （大学院）教育学研究科、地域社会研究科、地域共創科学研究科 

研究科 人社 教育 医 保健 理工 農生 地社 地共 

退学率

（％） 

令和 4 年度 8.5 2.5 1.0 1.6 1.4 6.7 5.1 0.0 

令和 3 年度 7.3 0.0 1.1 3.2 2.3 4.4 2.6 0.0 
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(5) 進路（就職）の状況 

就職希望者における就職率は、以下のとおり。 

組織評価では、就職・進学率としているため、令和 4年度卒業・修了者の進路状況調

査票（令和 5年 5月 1日現在）の数値に基づき検証した。 

なお、医学部医学科は、ほとんどが臨床研修に進むため調査から除外した。 

＜学 部＞ 

学 部 人社 教育 保健 理工 農生 

就職率（％） 令和 4 年度 98.0 100.0 100.0 97.2 97.9 

令和 3 年度 95.5 99.2 100.0 97.8 99.3 

 

＜大学院＞ 

 

 

 

※保健学研究科及び理工学研究科は、博士前期課程・博士後期課程とも 100.0％。 

 

就職率が昨年度より増加しているまたは当該比率 100％の場合は「良好」、昨年度と同

程度（▲1.0％以内）の場合は「おおむね良好」、昨年度より減少し同程度にもない場合

は「不十分」として、以下のとおり評価した。 

 

 

 

 

 

 

 

  

評価 部局 

良好 （学部）医学部保健学科、農学生命科学部 

（大学院）医学研究科、保健学研究科、理工学研究科、地域共創科

学研究科 

おおむね良好 （学部）人文社会科学部、教育学部、医学部医学科、理工学部 

不十分 （大学院）人文社会科学研究科、教育学研究科、農学生命科学研究

科、地域社会研究科 

研究科 人社 教育 医 保健 理工 農生 地社 地共 

就職率

（％） 

令和 4 年度 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 96.8 100.0 100.0 

令和 3 年度 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 88.9 

評価 部局 

良好 (学部)人文社会科学部、教育学部、医学部保健学科 

(大学院)人文社会科学研究科、教育学研究科、医学研究科、保健学

研究科、理工学研究科、地域社会研究科、地域共創科学研究科 

おおむね良好 (学部)理工学部 

不十分 (学部)農学生命科学部 

(大学院)農学生命科学研究科 
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項目２ 教育活動、研究活動及び社会との連携等の状況 

 

本調査項目については、令和 4事業年度組織評価の結果等に基づき検証した。 

組織評価の目的は、「当該評価を通じてそれぞれの教育研究活動等を明らかにし、もっ

て本学の教育研究等の質の向上・・・に資すること」である。なお、令和 4事業年度分か

らの評価方法については、従来、①教育研究活動等の状況と②評価指標に関する状況の各

項目で評点を付し、その合計を総合評点とする方法から、①と②を総合的に評価して評点

を決定する方法等に見直されている。 

組織評価では、部局への意見聴取や評価基準に基づいて、教育、研究、社会との連携に

関する活動状況等について、それぞれ 5段階（1～5点。3点「取組等が順調に行われてい

る。」が中間値）での評価が行われている。 

評価結果では、全ての学部及び研究科において、3点以上の評価となっており、本学の

教育、研究及び社会連携等の活動が順調に行われていると評価できる。 

なお、組織評価の結果については、評価のコメントと併せて各学部等にフィードバックさ

れている。 

各活動分野に関する、主な評価コメントは以下のとおり。 

 

【教育】 

 ・医学教育分野別評価の評価基準に適合し、国際基準に則した医学教育が施行されてい

る。（医学） 

 ・心理支援科学科が誕生し、全ての面で学科の厚みが増した印象がある。（保健） 

 ・教育改革、入試広報に積極的に取り組まれている点を高く評価する。（理工） 

 ・修了生が大学教員に採用されるなど質の高い教育を実施している。（地社） 

 

【研究】 

・査読付き論文数・国際共著論文数・Q1論文数など、全てにおいて高い成果を挙げて  

いる。（医学） 

・研究力の強化は目を見張るものがある。論文数・国際共著論文数の伸びや、大型科

研・外部資金の増加、共同研究講座の新たな設置など著しく成長しており高く評価で

きる。（理工） 

 

【社会連携】 

・COI事業をはじめ、研究、社会連携の面で貢献度が高い。QOL検診を多く実施するな

ど大きな地域貢献をしている。（医学） 

・弘前市 3歳児・5歳児発達検診の受託研究を実施し、不登校児童数の減少に寄与し

た。（保健） 

・リチウム資源循環では、多数の特許を基に、大手企業と共同研究を実施し、実用化に

向けた成果を出した。（理工） 

・食と環境を通して青森県の農林水産業に貢献した。（農生） 

 



 

9 
 

    ＜組織評価の評点＞ 

活動状況 人社 教育 医学 保健 理工 農生 地社 地共 

教育 3 3 4 4 5 3 4 3 

研究 3 3 5 3 5 3 4 3 

社会連携 3 3 5 4 4 4 4 3 
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項目３ カリキュラム・チェックの実施結果 

 

１ 調査対象 

令和 5（2023）年度に開講予定の学部・大学院の全授業科目 

 

２ 実施時期 

令和 5(2023)年 3月にカリキュラム（シラバス）・チェックを実施し、実施結果及び各

学部等におけるカリキュラム・チェックの実施形態、実施時の問題点等を調査票によ

り、5月 26 日までに提出 

 

３ 実施内容 

本学の学部教育では、「カリキュラム・ポリシー(以下「CP」という。）」及び「ディプ

ロマ・ポリシー(以下「DP」という。)」に 3つの柱「見通す力」、「解決していく力」、

「学び続ける力」を全学的共通ポリシーとして定め、さらに各学部において 3つの柱に

基づくポリシーを定めている。 

令和 5(2023)年度は、各授業の到達目標において全授業科目が各学部のポリシーに即

した授業を実施しているか、適切な授業レベル（難易度）で構成されているかを確認し

た。授業科目の難易度については、教育推進機構において以下のとおりレベル 1～5 まで定

めている。 

・レベル 1･･･ 学士課程教育における本格的な学修を開始するための準備段階（高校

までの既習知識を振り返った上で、これから始まる大学での学びを展

望するような科目） 

・レベル 2･･･ 学士課程教育の初期において学ぶべき、基礎的・基本的な事柄を学ぶ

段階（大学での学びの準備が整ったことを前提に、初歩的・入門的な

ことを学ぶような科目） 

・レベル 3･･･ 基礎・基本の習得を前提として、さらに深く学ぶ段階（大学での既習

知識を活かして、発展的・応用的なことを学ぶような科目） 

・レベル 4･･･ 学士課程教育の最終段階として高度な学識を学ぶ段階（卒業研究や専

門職資格を得るための最終段階にあたるような科目） 

・レベル 5･･･ 大学院において学術及び専門職的実践について研究し、高い専門性を

学んでいく段階（学生の研究活動と関連して、高度な専門知識・技能

を自律的に学んでいく科目） 

 

なお、大学院のカリキュラム・チェックについては、研究科毎の DPに項目毎に付番

を設定し、シラバス上で対応する DPを全授業科目で示した上で、到達目標とのチェッ

クを実施している。 

また、シラバス・チェックについても、カリキュラム・チェックにあわせて効果的に

実施し、各学部・研究科の自己評価委員会等において検証作業が行われている。 
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４ 実施結果 

各教育課程における各授業の到達目標は、全ての授業科目が CP、DPで求める 3つの

柱のいずれかに該当し実施されており、授業レベルについても、全ての授業科目が適切

なレベルに設定されていると判断される。 

また、法令で定める大学設置基準、教職課程認定基準、養成所指定規則等について

は、各教育課程で作成されているカリキュラム・マップや履修モデルから問題なく授業

が構成されており、所要の要件を満たしている。 

教養教育科目は、令和 4（2023）年度から授業科目群について見直しを行い、新たな

構成となっている。 

各研究科における各授業の到達目標は、全ての授業科目が設定された DPとの整合性

をもって実施されている。 

なお、カリキュラム・チェックの実施にあたっては、定期的にシラバス作成に係る FD

や説明会等を各組織が積極的に開催し、組織内での情報共有が図られている。また、各

組織の自己評価委員等が各授業の到達目標を確認し、記載内容に誤りがあった場合には

授業担当教員に修正を依頼するなど、検証・改善作業を実施していることが調査票によ

り確認された。 

シラバス・チェックについては、最初に教務課において全ての授業科目について入力

漏れや記載の適切性の確認を行い、その後、各学部・研究科において自己評価委員会等

がカリキュラム・チェックを実施している。不具合等があった場合は、当該授業担当教

員に改善させる等しており、また、ほとんどの部局において、カリキュラム・チェック

の結果と併せて各教授会等で結果について報告されている。 

なお、シラバスの作成・チェックについては、まず、授業担当教員が関係法令や作成

要領を踏まえて作成することが大前提であるが、これをチェックするための各部局等事

務や自己評価委員会等でのチェック漏れを防ぐ工夫が必要である。この人為的ミスを防

止するため、令和 3(2021)年 3月に学務情報システムが改修され、入力必須項目に対し

て入力されずに登録を行った場合は、エラーが表示されるように改善されている。 

以下は各学部等における到達目標における CP/DPの対応及び科目難易度の構成の状況

である。  
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表Ⅱ－１ 教養教育における CP/DP 及び難易度の構成 

 

科 目 群 難易度 見通す力 解決していく力 学び続ける力 科目数 

スタディスキル導入科目 ﾚﾍﾞﾙ 1  ○ ○ 110 

データサイエンス科目（基礎・数学） ﾚﾍﾞﾙ 1 ○ ○   19 

データサイエンス科目（発展・ビジネス） ﾚﾍﾞﾙ 2 ○ ○ ○   4 

グローカル科目 ﾚﾍﾞﾙ 2 ○ ○  125 

社会・文化 ﾚﾍﾞﾙ 2 ○    59 

自然・科学 ﾚﾍﾞﾙ 2 ○    49 

人間・生命 ﾚﾍﾞﾙ 2 ○    58 

キャリア教育（基礎） ﾚﾍﾞﾙ 1  ○    7 

キャリア教育（発展） ﾚﾍﾞﾙ 2  ○ ○   3 

キャリア教育（実践・デザイン） ﾚﾍﾞﾙ 3  ○ ○  20 

英語（Communication） ﾚﾍﾞﾙ 2 ○  ○  233 

英語（Academic Writing & Presentation、 

Content & English Integrated Learning、 

English for Global Communication、 

English for Tests） 

ﾚﾍﾞﾙ 3  ○ ○    8 

多言語 ﾚﾍﾞﾙ 2 ○  ○  34 

日本語 ﾚﾍﾞﾙ 2 ○  ○  13 

合 計  742 

※ 教養教育科目については、各科目群において対応する CP/DP 及び難易度を設定しており、対応する 

CP/DP に基づき、これに属する授業科目の到達目標を定めている。 

 

 

 

表Ⅱ－２ 人文社会科学部における CP/DP及び難易度の構成 

 

   学科等名：文化創生課程文化資源学コース 

科目区分 CP / DP 
対象科目数（累計） 

科目数 
ﾚﾍﾞﾙ 1 ﾚﾍﾞﾙ 2 ﾚﾍﾞﾙ 3 ﾚﾍﾞﾙ 4 計 

学部基本科目 

見通す力 20 1 1 0 22 

21 解決していく力 15 0 0 0 15 

学び続ける力 5 1 1 0 7 

学部専門科目 

見通す力 5 48 22 3 78 

79 解決していく力 0 32 21 3 56 

学び続ける力 4 40 16 5 65 

 

 

   学科等名：文化創生課程多文化共生コース 

科目区分 CP / DP 
対象科目数（累計） 

科目数 
ﾚﾍﾞﾙ 1 ﾚﾍﾞﾙ 2 ﾚﾍﾞﾙ 3 ﾚﾍﾞﾙ 4 計 

学部基本科目 

見通す力 20 1 1 0 22 

21 解決していく力 3 0 0 0 3 

学び続ける力 5 1 1 0 7 

学部専門科目 

見通す力 19 75 1 2 97 

135 解決していく力 0 14 22 1 37 

学び続ける力 11 51 35 1 98 

 

 

   学科等名：社会経営課程経済法律コース 

科目区分 CP / DP 
対象科目数（累計） 

科目数 
ﾚﾍﾞﾙ 1 ﾚﾍﾞﾙ 2 ﾚﾍﾞﾙ 3 ﾚﾍﾞﾙ 4 計 

学部基本科目 

見通す力 21 1 1 0 23 

21 解決していく力 15 0 0 0 15 

学び続ける力 5 1 1 0 7 
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学部専門科目 

見通す力 6 42 12 1 61 

71 解決していく力 1 24 10 1 36 

学び続ける力 2 15 3 1 21 

   

 
   学科等名：社会経営課程企業戦略コース 

科目区分 CP / DP 
対象科目数（累計） 

科目数 
ﾚﾍﾞﾙ 1 ﾚﾍﾞﾙ 2 ﾚﾍﾞﾙ 3 ﾚﾍﾞﾙ 4 計 

学部基本科目 

見通す力 20 1 1 0 22 

21 解決していく力 15 0 0 0 15 

学び続ける力 5 1 1 0 7 

学部専門科目 

見通す力 6 26 17 2 51 

54 解決していく力 4 20 12 2 38 

学び続ける力 1 5 7 2 15 

 

 
    学科等名：社会経営課程地域行動コース 

科目区分 CP / DP 
対象科目数（累計） 

科目数 
ﾚﾍﾞﾙ 1 ﾚﾍﾞﾙ 2 ﾚﾍﾞﾙ 3 ﾚﾍﾞﾙ 4 計 

学部基本科目 

見通す力 20 1 1 0 22 

21 解決していく力 15 0 0 0 15 

学び続ける力 5 1 1 0 7 

学部専門科目 

見通す力 13 24 18 1 56 

63 解決していく力 3 17 15 1 36 

学び続ける力 6 20 9 1 36 

 

 

 

表Ⅱ－３ 教育学部における CP/DP 及び難易度の構成 

 

   学科等名：学校教育教員養成課程 

科目区分 CP / DP 
対象科目数（累計） 

科目数 
ﾚﾍﾞﾙ 1 ﾚﾍﾞﾙ 2 ﾚﾍﾞﾙ 3 ﾚﾍﾞﾙ 4 計 

学部共通科目 

見通す力 6 5 5 0 16 

13 解決していく力 5 4 6 0 15 

学び続ける力 5 4 5 0 14 

専攻必修科目 

見通す力 68 253 221 48 590 

566 解決していく力 75 283 203 55 616 

学び続ける力 74 282 148 40 544 

 

 

   学科等名：養護教諭養成課程 

科目区分 CP / DP 
対象科目数（累計） 

科目数 
ﾚﾍﾞﾙ 1 ﾚﾍﾞﾙ 2 ﾚﾍﾞﾙ 3 ﾚﾍﾞﾙ 4 計 

専攻必修科目 

見通す力 13 27 22 13 75 

58 解決していく力 7 15 25 15 62 

学び続ける力 10 12 9 15 46 
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表Ⅱ－４ 医学部における CP/DP及び難易度の構成 

 

   学科等名：医学科 

科目区分 CP / DP 
対象科目数（累計） 

科目数 
ﾚﾍﾞﾙ 1 ﾚﾍﾞﾙ 2 ﾚﾍﾞﾙ 3 ﾚﾍﾞﾙ 4 計 

専門基礎科目 

見通す力 1 3 2 0 6 

6 解決していく力 0 0 0 0 0 

学び続ける力 0 0 0 0 0 

専門科目 

（コア科目） 

見通す力 2 11 43 0 56 

57 解決していく力 0 0 4 0 4 

学び続ける力 0 0 1 0 1 

専門科目 

（演習・実習

科目） 

見通す力 2 0 51 3 56 

19 解決していく力 2 9 43 4 58 

学び続ける力 0 0 13 3 16 

 

 

   学科等名：保健学科看護学専攻 

科目区分 CP / DP 
対象科目数（累計） 

科目数 
ﾚﾍﾞﾙ 1 ﾚﾍﾞﾙ 2 ﾚﾍﾞﾙ 3 ﾚﾍﾞﾙ 4 計 

専門共通科目 

見通す力 4 5 2 1 12 

11 解決していく力 3 4 2 1 10 

学び続ける力 0 2 1 1 4 

専門基礎科目 

見通す力 0 9 10 1 20 

13 解決していく力 0 4 10 1 15 

学び続ける力 0 1 9 0 10 

専門科目 

見通す力 4 42 20 18 84 

78 解決していく力 3 25 14 17 59 

学び続ける力 1 23 7 17 48 

卒業研究 

見通す力 0 0 0 2 2 

2 解決していく力 0 0 0 2 2 

学び続ける力 0 0 0 2 2 

 

 

   学科等名：保健学科放射線技術科学専攻 

科目区分 CP / DP 
対象科目数（累計） 

科目数 
ﾚﾍﾞﾙ 1 ﾚﾍﾞﾙ 2 ﾚﾍﾞﾙ 3 ﾚﾍﾞﾙ 4 計 

専門共通科目 

見通す力 4 5 2 1 12 

12 解決していく力 3 5 2 1 11 

学び続ける力 0 2 1 1 4 

専門基礎科目 

見通す力 2 8 10 0 20 

21 解決していく力 0 6 10 1 17 

学び続ける力 1 6 9 0 16 

専門科目 

見通す力 1 6 20 3 30 

33 解決していく力 1 6 18 5 30 

学び続ける力 0 2 19 6 27 

卒業研究 

見通す力 0 0 0 2 2 

2 解決していく力 0 0 0 2 2 

学び続ける力 0 0 0 2 2 
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   学科等名：保健学科検査技術科学専攻 

科目区分 CP / DP 
対象科目数（累計） 

科目数 
ﾚﾍﾞﾙ 1 ﾚﾍﾞﾙ 2 ﾚﾍﾞﾙ 3 ﾚﾍﾞﾙ 4 計 

専門共通科目 

見通す力 4 6 2 1 13 

13 解決していく力 3 6 2 1 12 

学び続ける力 0 3 1 1 5 

専門基礎科目 

見通す力 7 4 10 0 21 

16 解決していく力 7 2 10 0 19 

学び続ける力 1 4 9 0 14 

専門科目 

見通す力 2 24 15 1 42 

51 解決していく力 0 28 18 1 47 

学び続ける力 1 2 6 1 10 

卒業研究 

見通す力 0 0 0 2 2 

2 解決していく力 0 0 0 2 2 

学び続ける力 0 0 0 2 2 

 

 

   学科等名：保健学科理学療法学専攻 

科目区分 CP / DP 
対象科目数（累計） 

科目数 
ﾚﾍﾞﾙ 1 ﾚﾍﾞﾙ 2 ﾚﾍﾞﾙ 3 ﾚﾍﾞﾙ 4 計 

専門共通科目 

見通す力 4 5 3 1 13 

14 解決していく力 3 6 3 1 13 

学び続ける力 0 2 1 1 4 

専門基礎科目 

見通す力 2 14 4 0 20 

20 解決していく力 1 10 3 0 14 

学び続ける力 0 5 3 0 8 

専門科目 

見通す力 3 24 26 4 57 

39 解決していく力 3 27 27 4 61 

学び続ける力 2 2 20 4 28 

卒業研究 

見通す力 0 0 0 1 1 

1 解決していく力 0 0 0 1 1 

学び続ける力 0 0 0 1 1 

 

 
   学科等名：保健学科作業療法学専攻 

科目区分 CP / DP 
対象科目数（累計） 

科目数 
ﾚﾍﾞﾙ 1 ﾚﾍﾞﾙ 2 ﾚﾍﾞﾙ 3 ﾚﾍﾞﾙ 4 計 

専門共通科目 

見通す力 4 5 3 1 13 

14 解決していく力 3 6 3 1 13 

学び続ける力 0 2 1 1 4 

専門基礎科目 

見通す力 2 11 4 0 17 

18 解決していく力 1 10 4 0 15 

学び続ける力 0 5 3 0 8 

専門科目 

見通す力 2 14 10 2 28 

28 解決していく力 1 12 10 3 26 

学び続ける力 1 1 2 2 6 

卒業研究 

見通す力 0 0 0 1 1 

1 解決していく力 0 0 0 1 1 

学び続ける力 0 0 0 1 1 
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   学科等名：心理支援科学科 

科目区分 CP / DP 
対象科目数（累計） 

科目数 
ﾚﾍﾞﾙ 1 ﾚﾍﾞﾙ 2 ﾚﾍﾞﾙ 3 ﾚﾍﾞﾙ 4 計 

専門基礎科目 

見通す力 2 13 0 0 15 

15 解決していく力 1 9 0 0 10 

学び続ける力 0 5 0 0 5 

専門応用科目 

見通す力 5 30 19 6 60 

57 解決していく力 4 21 18 6 49 

学び続ける力 1 9 12 5 27 

卒業研究 

見通す力 0 0 0 1 1 

1 解決していく力 0 0 0 1 1 

学び続ける力 0 0 0 1 1 

 

 

 

表Ⅱ－５ 理工学部における CP/DP 及び難易度の構成 

 

   学科等名：数物科学科 

科目区分 CP / DP 
対象科目数（累計） 

科目数 
ﾚﾍﾞﾙ 1 ﾚﾍﾞﾙ 2 ﾚﾍﾞﾙ 3 ﾚﾍﾞﾙ 4 計 

専門基礎科目 

見通す力 12 24 5 0 41 

42 解決していく力 7 25 4 0 36 

学び続ける力 0 0 0 0 0 

専門応用科目 

見通す力 3 8 29 2 42 

50 解決していく力 1 4 18 12 35 

学び続ける力 0 1 5 10 16 

マネジメント

科目 

見通す力 1 2 6 2 11 

8 解決していく力 1 0 3 0 4 

学び続ける力 1 0 3 1 5 

卒業研究 

見通す力 0 0 0 0 2 2 

2 解決していく力 0 0 0 2 2 

学び続ける力 0 0 0 2 2 

 

 
   学科等名：物質創成化学科 

科目区分 CP / DP 
対象科目数（累計） 

科目数 
ﾚﾍﾞﾙ 1 ﾚﾍﾞﾙ 2 ﾚﾍﾞﾙ 3 ﾚﾍﾞﾙ 4 計 

専門基礎科目 

見通す力 5 5 0 0 10 

10 解決していく力 0 4 0 0 4 

学び続ける力 0 0 0 0 0 

専門応用科目 

見通す力 0 13 19 1 33 

38 解決していく力 0 14 11 1 26 

学び続ける力 0 2 2 1 5 

マネジメント

科目 

見通す力 1 2 6 1 10 

8 解決していく力 1 0 4 0 5 

学び続ける力 1 0 2 0 3 

卒業研究 

見通す力 0 0 1 2 3 

3 解決していく力 0 0 1 2 3 

学び続ける力 0 0 1 2 3 
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   学科等名：地球環境防災学科 

科目区分 CP / DP 
対象科目数（累計） 

科目数 
ﾚﾍﾞﾙ 1 ﾚﾍﾞﾙ 2 ﾚﾍﾞﾙ 3 ﾚﾍﾞﾙ 4 計 

専門基礎科目 

見通す力 6 8 2 2 18 

12 解決していく力 2 6 0 0 8 

学び続ける力 0 0 0 0 0 

専門応用科目 

見通す力 2 15 22 1 40 

48 解決していく力 0 8 16 5 29 

学び続ける力 0 4 7 2 13 

マネジメント

科目 

見通す力 1 2 6 1 10 

8 解決していく力 1 0 4 0 5 

学び続ける力 1 0 2 0 3 

卒業研究 

見通す力 0 0 0 2 2 

2 解決していく力 0 0 0 2 2 

学び続ける力 0 0 0 2 2 

 

 

   学科等名：電子情報工学科 

科目区分 CP / DP 
対象科目数（累計） 

科目数 
ﾚﾍﾞﾙ 1 ﾚﾍﾞﾙ 2 ﾚﾍﾞﾙ 3 ﾚﾍﾞﾙ 4 計 

専門基礎科目 

見通す力 10 6 0 0 16 

16 解決していく力 6 3 0 0 9 

学び続ける力 1 3 0 0 4 

専門応用科目 

見通す力 0 10 19 1 30 

35 解決していく力 0 11 18 1 30 

学び続ける力 0 2 4 0 6 

マネジメント

科目 

見通す力 1 2 6 2 11 

8 解決していく力 1 0 4 0 5 

学び続ける力 1 0 3 1 5 

卒業研究 

見通す力 0 0 0 2 2 

2 解決していく力 0 0 0 2 2 

学び続ける力 0 0 0 2 2 

 

 

   学科等名：機械科学科 

科目区分 CP / DP 
対象科目数（累計） 

科目数 
ﾚﾍﾞﾙ 1 ﾚﾍﾞﾙ 2 ﾚﾍﾞﾙ 3 ﾚﾍﾞﾙ 4 計 

専門基礎科目 

見通す力 8 10 0 0 18 

19 解決していく力 6 10 0 0 16 

学び続ける力 3 3 0 0 6 

専門応用科目 

見通す力 1 19 27 2 49 

49 解決していく力 1 16 22 2 41 

学び続ける力 0 5 15 0 20 

マネジメント

科目 

見通す力 1 2 6 2 11 

8 解決していく力 1 0 5 1 7 

学び続ける力 1 0 3 1 4 

卒業研究 

見通す力 0 0 0 2 2 

2 解決していく力 0 0 0 2 2 

学び続ける力 0 0 0 2 2 
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   学科等名：自然エネルギー学科 

科目区分 CP / DP 
対象科目数（累計） 

科目数 
ﾚﾍﾞﾙ 1 ﾚﾍﾞﾙ 2 ﾚﾍﾞﾙ 3 ﾚﾍﾞﾙ 4 計 

専門基礎科目 

見通す力 7 4 0 0 11 

12 解決していく力 1 5 0 0 6 

学び続ける力 0 3 0 0 3 

専門応用科目 

見通す力 3 17 16 2 38 

40 解決していく力 2 14 9 2 27 

学び続ける力 0 2 7 2 11 

マネジメント

科目 

見通す力 1 2 6 1 10 

8 解決していく力 1 0 4 0 5 

学び続ける力 1 0 2 0 3 

卒業研究 

見通す力 0 0 0 2 2 

2 解決していく力 0 0 0 2 2 

学び続ける力 0 0 0 2 2 

 

 

 

表Ⅱ－６ 農学生命科学部における CP/DP及び難易度の構成 

 

   学科等名：生物学科 

科目区分 CP / DP 
対象科目数（累計） 

科目数 
ﾚﾍﾞﾙ 1 ﾚﾍﾞﾙ 2 ﾚﾍﾞﾙ 3 ﾚﾍﾞﾙ 4 計 

コア科目 

見通す力 0 9 10 2 21 

23 解決していく力 0 4 6 2 12 

学び続ける力 0 8 7 2 17 

専門基礎科目 

／専門科目 

見通す力 2 35 44 2 83 

83 解決していく力 2 17 18 1 38 

学び続ける力 0 9 18 1 28 

 

 

   学科等名：分子生命科学科 

科目区分 CP / DP 
対象科目数（累計） 

科目数 
ﾚﾍﾞﾙ 1 ﾚﾍﾞﾙ 2 ﾚﾍﾞﾙ 3 ﾚﾍﾞﾙ 4 計 

コア科目 

見通す力 0 9 7 3 19 

18 解決していく力 0 3 4 3 10 

学び続ける力 0 6 4 2 12 

専門基礎科目 

／専門科目 

見通す力 1 24 36 1 62 

61 解決していく力 1 12 16 1 30 

学び続ける力 0 5 16 1 22 

 

 

   学科等名：食料資源学科 

科目区分 CP / DP 
対象科目数（累計） 

科目数 
ﾚﾍﾞﾙ 1 ﾚﾍﾞﾙ 2 ﾚﾍﾞﾙ 3 ﾚﾍﾞﾙ 4 計 

コア科目 

見通す力 0 8 9 1 18 

19 解決していく力 0 4 6 1 11 

学び続ける力 0 1 3 1 5 

専門基礎科目 

／専門科目 

見通す力 1 28 53 4 86 

86 解決していく力 1 12 36 3 52 

学び続ける力 0 10 23 3 36 
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   学科等名：国際園芸農学科 

科目区分 CP / DP 
対象科目数（累計） 

科目数 
ﾚﾍﾞﾙ 1 ﾚﾍﾞﾙ 2 ﾚﾍﾞﾙ 3 ﾚﾍﾞﾙ 4 計 

コア科目 

見通す力 0 10 3 2 15 

15 解決していく力 0 5 0 2 7 

学び続ける力 0 5 1 2 8 

専門基礎科目 

／専門科目 

見通す力 1 28 54 1 84 

87 解決していく力 1 12 27 0 40 

学び続ける力 0 9 30 1 40 

 

 

   学科等名：地域環境工学科 

科目区分 CP / DP 
対象科目数（累計） 

科目数 
ﾚﾍﾞﾙ 1 ﾚﾍﾞﾙ 2 ﾚﾍﾞﾙ 3 ﾚﾍﾞﾙ 4 計 

コア科目 

見通す力 0 7 16 1 24 

24 解決していく力 0 3 2 1 6 

学び続ける力 0 1 1 1 3 

専門基礎科目 

／専門科目 

見通す力 1 22 29 6 58 

61 解決していく力 1 8 14 4 27 

学び続ける力 0 7 11 4 22 

 

 

 

表Ⅱ－７ 人文社会科学研究科における CP/DP 及び難易度の構成 

 

   専 攻 名：人文社会科学専攻文化芸術コース 

科目区分 
対象科目数（累計） 

科目数 
DP1 DP2 DP3 計 

専攻共通科目 1 3 3 7 4 

専門科目 53 4 0 57 53 

 

 

   専 攻 名：人文社会科学専攻現代共生コース 

科目区分 
対象科目数（累計） 

科目数 
DP1 DP2 DP3 計 

専攻共通科目 1 3 3 7 4 

専門科目 65 4 0 69 65 

  

 

   専 攻 名：人文社会科学専攻政策科学コース 

科目区分 
対象科目数（累計） 

科目数 
DP1 DP2 DP3 計 

専攻共通科目 1 3 3 7 4 

専門科目 38 4 0 42 38 
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表Ⅱ－８ 教育学研究科における CP/DP 及び難易度の構成 

 

   専 攻 名：教職実践専攻 

科目区分 
対象科目数（累計） 

科目数 
DP1 DP2 DP3 DP4 計 

基礎科目 9 9 8 8 34 9 

テーマ科目 3 3 3 3 12 3 

発展科目 53 25 59 22 159 70 

教育実践研究科目 12 7 3 4 26 12 

実習科目 8 5 5 5 23 18 

 

 

 

表Ⅱ－９ 医学研究科における CP/DP及び難易度の構成 

 

   専 攻 名：医科学専攻 

科目区分 
対象科目数（累計） 

科目数 
DP1 DP2 DP3 計 

共通科目 23 12 2 37 30 

専門科目 102 156 84 342 260 

 

 
 

表Ⅱ－１０ 保健学研究科における CP/DP及び難易度の構成 

 

   専 攻 名：保健学専攻（博士前期課程） 

科目区分 
対象科目数（累計） 

科目数 
DP1 DP2 DP3 計 

共通コア科目 3 4 4 11 4 

専門科目 39 36 25 100 50 

被ばく医療共通科目 3 3 1 7 3 

被ばく医療専門科目 7 6 3 16 7 

放射線看護高度看護 

実践コース共通科目 
6 7 4 17 7 

放射線看護高度看護 

実践コース専門科目 
12 12 10 34 12 

   

 

   専 攻 名：保健学専攻（博士後期課程） 

科目区分 
対象科目数（累計） 

科目数 
DP1 DP2 DP3 計 

共通科目 1 2 1 4 2 

専攻必修科目 6 11 11 28 15 

被ばく医療コース 

共通科目 
1 1 1 3 1 
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表Ⅱ－１１ 理工学研究科における CP/DP及び難易度の構成 

 

   専 攻 名：理工学専攻(博士前期課程) 

科目区分 
対象科目数（累計） 

科目数 
DP1 DP2 DP3 DP4 計 

専門科目 122 122 57 6 307 122 

専攻内共通科目 6 6 2 0 14 6 

総合科目 5 5 1 0 11 5 

 

 

         専 攻 名：機能創成科学専攻（博士後期課程） 

科目区分 
対象科目数（累計） 

科目数 
DP1 DP2 DP3 計 

必修科目 2 2 2 6 2 

選択科目 43 43 43 129 43 

 

 

   専 攻 名：安全システム工学専攻（博士後期課程） 

科目区分 
対象科目数（累計） 

科目数 
DP1 DP2 DP3 計 

必修科目 2 2 2 6 2 

選択科目 48 48 48 144 48 

 

 

 

表Ⅱ－１２ 農学生命科学研究科における CP/DP及び難易度の構成 

 

   専 攻 名：農学生命科学専攻 

科目区分 
対象科目数（累計） 

科目数 
DP1 DP2 DP3 計 

専攻共通科目 87 82 81 250 93 

専門科目 72 37 50 159 104 

弘大テーマ科目 1 0 0 1 1 

 

 

 

表Ⅱ－１３ 地域共創科学研究科における CP/DP及び難易度の構成 

 

   専 攻 名：地域リノベーション専攻 

科目区分 
対象科目数（累計） 

科目数 
DP1 DP2 DP3 計 

地域共創科目 4 2 4 10 4 

スキル科目 2 0 1 3 2 

専攻科目 23 7 9 39 30 

特別研究 4 4 4 12 4 
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   専 攻 名：産業創成科学専攻 

科目区分 
対象科目数（累計） 

科目数 
DP1 DP2 DP3 DP4 計 

地域共創科目 4 2 4 0 10 4 

スキル科目 2 1 0 1 4 2 

専攻科目 20 9 5 5 39 30 

特別研究 4 4 4 4 16 4 

 

 

 

表Ⅱ－１４ 地域社会研究科における CP/DP 及び難易度の構成 

 

   専 攻 名：地域社会専攻 

科目区分 
対象科目数（累計） 

科目数 
DP1 DP2 計 

必修科目 53 35 88 61 

選択科目 32 10 42 34 
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項目４ 成績評価を含めた授業の開講状況 

 

１ 調査対象 

各教育課程 

 

２ 調査方法 

令和 4（2022）年度に開講した全ての授業科目について、学務情報システムにより成

績データ等を抽出し、授業科目名、開講期、開講曜日・時限等、成績入力教員名、履修

者数、授業科目毎の成績分布データ、「秀」評価の取得率及び不可率のほか、調査に伴

って実施した改善事項等について、教育課程毎に取り纏めた上で、9月 15日を期限とし

て提出を求めた。 

 

３ 実施内容 

本学では、授業の評価を以下の評語並びに基準で評価することとしており、今回の調

査に当たっては、成績評価について最上位評価の「秀」から不合格である「不可」まで

について、授業科目毎に算出し、成績評価の状況等について検証した。 

 

評価(GPA 点)   評   点       成績評価基準 

秀(4)  ： (100 点～90 点)  到達目標を達成し、特に優秀な成績を修めている。 

優(3)  ： ( 89 点～80 点)  到達目標を達成し、優秀な成績を修めている。 

良(2)  ： ( 79 点～70 点)  到達目標を達成し、良好な成績を修めている。 

可(1)  ： ( 69 点～60 点)  到達目標を最低限達成している。 

不 可(0) ： ( 59 点～ 0 点)  到達目標に達していない。 

 

なお、これらの全学の成績評価の在り方は、教育推進機構が「成績評価のガイドラ

ン」として策定し、学内に周知している。 

 

４ 実施結果 

(1) 授業の開講状況 

各教育課程の授業の開講数と履修状況について、学部・研究科が開講した科目数は、

前期は学部 1,601科目、大学院 483科目、後期は学部 1,409科目、大学院 520科目であ

った。また、通年で開講した授業は学部 29科目、大学院 169科目であった。この中に

は、医学研究科が社会人学生の履修時期の要望に応じて前後期を開講期として対応して

いる 109科目等を含んでいる。 

また、各学部・大学院の前期と後期それぞれの開講数については、どちらか一方に大

きく偏ることなくバランスよく開講されており、特に問題となる点は見当たらない。ま

た、非常勤講師が担当した授業科目の比率も昨年度と同程度の状況となっており、特に

問題となる点は見当たらなかった。 
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表Ⅱ-１５ 各学部・研究科における授業の開講状況数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※通年には医学研究科「前後期」109 科目及び保健学研究科「年度跨り」1 科目を含む。 

 

履修人数別の開講状況に着目すると、学部では 3,039科目中 1,756科目（57.8％）、

大学院では 1,172科目中 1,150科目（98.1％）の授業が 30人未満のクラス単位で実施

されており、十分に指導や配慮が行き届く授業体制になっていると判断できる。 

なお、昨年度の調査では、教養教育について 10人未満の授業が 94科目開講されてい

たことから、教員の負担や非常勤講師の人件費等、合理性・経済性も含めた開講の必要

性を、教養教育開発実践センター運営委員会において検証した結果、少人数での授業形

態や開講科目数の妥当性・必然性について確認しており、令和 4（2022）年度も 106科

目が開講されていた。 

 
表Ⅱ-１６ 各学部・研究科における履修人数別科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学部 / 研究科 
開 講 科 目 数 

内非常勤 
前期 後期 通年 合計 

教養教育 406 301 0 707 175 

人文社会科学部 282 315 0 597 47 

教育学部 296 239 0 535 65 

医学部医学科 43 37 2 82 0 

医学部保健学科 183 178 0 361 6 

医学部心理支援科学科 28 30 3 61 3 

理工学部 218 199 4 421 16 

農学生命科学部 145 110 20 275 21 

学部 合計 1,601 1,409 29 3,039 333 

人文社会科学研究科 41 42 26 109 5 

教育学研究科 41 40 0 81 0 

医学研究科 4 55 113 172 0 

保健学研究科 40 29 10 79 0 

理工学研究科 243 234 0 477 4 

農学生命科学研究科 69 52 13 134 4 

地域共創科学研究科 36 57 0 93 0 

地域社会研究科 9 11 7 27 0 

大学院 合計 483 520 169 1,172 13 

学部 / 研究科 
開 講 

科目数 

履修人数別科目数 

≧100 99-50 49-30 29-10 9-5 <5 

教養教育 707 44 90 158 309 65 41 

人文社会科学部 597 17 61 71 99 197 152 

教育学部 535 24 31 18 190 156 116 

医学部医学科 82 82 0 0 0 0 0 

医学部保健学科 361 5 61 142 103 13 37 

医学部心理支援科学科 61 0 0 0 41 8 12 

理工学部 421 2 170 131 90 11 17 

農学生命科学部 275 9 55 112 60 16 23 

学部 合計 3,039 183 468 632 892 466 398 

人文社会科学研究科 109 0 0 0 3 3 103 

教育学研究科 81 0 0 0 24 15 42 

医学研究科 172 0 5 0 7 45 115 

保健学研究科 79 0 1 0 15 14 49 

理工学研究科 477 0 3 4 15 54 401 

農学生命科学研究科 134 0 0 8 27 29 70 

地域共創科学研究科 93 0 0 1 9 15 68 

地域社会研究科 27 0 0 0 0 2 25 

大学院 合計 1,172 0 9 13 100 177 873 
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（2) 成績評価の分布等について 

各学部・研究科等の成績評価の分布については、次のとおりである。 

各学部・研究科の平均評点は、学部 2.65に対して大学院 3.40となっており、昨年度と

同様、大学院の平均評点が少し高くなっている傾向にあるが、これは大学院授業科目が専

門分野ごとに少人数で開講されている科目が中心となっているためと考えられる。 

表Ⅱ-17 では、各学部・研究科間の評価の平均に着目した。評価の平均のバラツキをみ

ると、学部間では平均値を中心として最大で 0.32、大学院間でも最大で 0.32となってお

り、この程度の差異であれば十分に許容できる範囲内であると判断される。 

 

表Ⅱ-１７ 各学部・研究科における成績分布と成績評価の平均 

学部等 

 

者数 

履修 
成績分布（人） 評価の

平 均 

全体平

均との

比較 秀 優 良 可 不可 

教養教育 24,775  4,713  10,016  6,020  2,529  1,497  2.41  -0.24  

人文社会科学部 12,661  1,925  5,046  3,199  1,452  1,039  2.71  0.06  

教育学部 11,653  2,021  6,219  2,253  841  319  2.77  0.12  

医学部医学科 10,805  2,235  3,669  2,786  2,023  92  2.57  -0.08  

医学部保健学科 13,701  3,363  5,693  2,978  1,470  197  2.79  0.14  

医学部心理支援科学科 516  181  227  70  34  4  2.97  0.32  

理工学部 18,773  3,818  6,530  4,150  2,782  1,493  2.51  -0.14  

農学生命科学部 10,672  2,306  3,405  2,509  1,691  761  2.49  -0.16  

小計（学 部） 103,556  20,562  40,805  23,965  12,822  5,402  2.65  － 

人文社会科学研究科 240  112  93  29  4  2  3.44  0.04  

教育学研究科 542  90  442  10  0  0  3.16  -0.24  

医学研究科 906  541  303  57  5  0  3.72  0.32  

保健学研究科 481  283  191  4  3  0  3.70  0.30  

理工学研究科 1,719  669  810  156  51  33  3.42  0.02  

農学生命科学研究科 1,106  508  479  88  16  15  3.28  -0.12  

地域共創科学研究科 411  130  209  48  20  4  3.29  -0.11  

地域社会研究科 50  21  22  4  2  1  3.20  -0.20  

小 計（大学院） 5,455  2,354  2,549  396  101  55  3.40  － 

合 計 109,011  22,916  43,354  24,361  12,923  5,457  － － 

 

表Ⅱ-18 では、各学部・研究科間の成績分布の状況に着目した。他の学部・研究科と比

較した場合、成績分布に一部偏りがあるように見えるが、学部内での均衡は適切であると

認められるため、特に問題となるような点は見当たらない。 

なお、「成績評価のガイドライン」においては、授業の評価方法は相対評価とすべきで

なく、到達目標の達成度による絶対評価であるべきと示しているが、極端な偏りがみられ

る場合には、授業担当教員が授業の難易度等、授業内容及び評価方法を再考するべきとし

ている。 

これにより、各部局等においてそれぞれ成績評価について検証・確認を行い、必要な対

応を行っていることを確認した。 
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表Ⅱ-１８ 各学部・研究科における成績分布の状況 

学部等 

 

者数 

履修 
成績分布（％） 

秀 優 良 可 不可 

教養教育 24,775  19.0 40.4 24.3 10.2 6.0 

人文社会科学部 12,661  15.2 39.9 25.3 11.5 8.2 

教育学部 11,653  17.3 53.4 19.3 7.2 2.7 

医学部医学科 10,805  20.7 34.0 25.8 18.7 0.9 

医学部保健学科 13,701  24.5 41.6 21.7 10.7 1.4 

医学部心理支援科学科 516  35.1 44.0 13.6 6.6 0.8 

理工学部 18,773  20.3 34.8 22.1 14.8 8.0 

農学生命科学部 10,672  21.6 31.9 23.5 15.8 7.1 

計（学 部） 103,556  19.9 39.4 23.1 12.4 5.2 

人文社会科学研究科 240 46.7 38.8 12.1 1.7 0.8 

教育学研究科 542  16.6 81.5 1.8 0.0 0.0 

医学研究科 906  59.7 33.4 6.3 0.6 0.0 

保健学研究科 481  58.8 39.7 0.8 0.6 0.0 

理工学研究科 1,719  38.9 47.1 9.1 3.0 1.9 

農学生命科学研究科 1,106  45.9 43.3 8.0 1.4 1.4 

地域共創科学研究科 411  31.6 50.9 11.7 4.9 1.0 

地域社会研究科 50  42.0 44.0 8.0 4.0 2.0 

 計（大学院） 5,455  43.2 46.7 7.3 1.9 1.0 

 

上記の他、各学部及び研究科で実施されていた取り組みを確認した。主な取り組みは以

下のとおり。 

・教養教育開発実践センター運営委員会の各部門長等が検証作業を行い、基礎ゼミナー

ルのように秀評価 100％のクラスがあるのは公平でないことから、次年度開催の基礎

ゼミナールの FD において成績評価の適正化について周知し、改善を図ることとして

いる。 

・人文社会科学部学務委員会において、成績分布の偏りの目安（成績評価基準）を設定

する予定としている。 

・教育学部では、履修者が 20人以上の全ての授業科目について成績（評語）の分布を

作成し、成績分布が偏っている場合は理由の記載を義務付けている。 

・医学部保健学科及び心理科学科では、CP及び成績評価ガイドラインに則して、構成・

厳格で、かつ客観的に実施されているか成績分布を確認した上で、各種委員会で報

告・検証を行い、その結果を全教員に報告する体制としている。 

・理工学部では、点検評価委員会において、全教科の「秀」評価の取得率について確認

し、取得率が極端に高い科目に対して到達目標の設定が過度に低くなっていないか

等シラバス・講義内容の改善を依頼し、また、講義形態の授業科目について「秀」の

割合を 2割程度とすることを周知している。また、「不可率」について確認し、状況

に応じて、目標の設定や学生の理解度を向上させるための授業内容の見直しを担当

教員に依頼している。  
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項目５ 学生支援の状況 

 

１ 調査対象 

各教育課程 

 

２ 調査方法 

令和 4（2022）年度に実施した、学生に対する生活や進路、課外活動、経済面での援

助等に関する相談・助言、支援について、教育課程毎に取り纏めた上で、9月 15日を期

限として提出を求めた。 

 

３ 実施内容 

学生の生活、健康、就職等進路に関する相談・助言体制及び各種ハラスメント等に関

する相談・助言体制、部活動や課外活動への支援、経済面での援助の状況について検証

した。なお、調査は各教育課程のほか、教育推進機構及び教育委員会が実施した事業に

ついても行った。 

 

４ 実施結果 

（1) 学生相談体制 

学生の相談窓口については、全学的な窓口（カウンセラー、学生特別支援室、学生

総合相談室、なんでも相談）のほか、各学部・研究科でも相談内容に応じて体制を複

数整備し、学生の多様な相談に対応している。また、各種ハラスメントの相談窓口に

ついては、所属する学部・研究科以外の窓口でも相談を受け付ける体制としている。 

 

表Ⅱ－１９ 学生相談の状況 

相 談 区 分 令和 4(2022)年度 令和 3(2021)年度 増 減 

学生生活全般・総合的相談 1,801 件 1,638 件   163 

修学相談・学修支援   468 件   204 件   264 

進路相談・就職支援 4,328 件 3,832 件   496 

経済上     3 件     2 件     1 

精神・健康上  576 件   559 件    17 

ハラスメント   5 件     6 件  ▲ 1 

計 7,181 件 6,241 件   940 
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表Ⅱ-19では、進路相談・就職支援に関する相談が 4,328件となっており、前年度から

496 件と大幅に増加している。このうち教育学部では、教員採用試験における小論文、願

書、自己 PR 文の添削や、個人・集団面接の指導などを含む相談・支援について、教育学

部以外の希望する全ての学部学生を含めて受け入れており、就職支援に関する相談が

4,089件ととりわけ多くなっている。就学相談・就職支援については昨年度も 499件増加

しており、ここ 2年間で 995 件と大幅に増加している。また、就学相談・学修支援に関す

る相談は 468 件あり、昨年度から 264件増となっており、学生生活全般・総合的相談に関

する相談についても 1,801件と昨年度から 163件増となっている。 

総括して、相談件数は昨年度から 940件と大幅に増加しており、相談及び関連する支援

体制の整備・充実がますます重要視されている。このことから、本学の相談・支援体制に

ついてはさらに充実させた上で、きめ細やかに対応していく必要があると判断される。 

なお、経済上の相談は 3件であった。昨年度から 1件増となったが、本学学生に対する

経済的支援が十分に行き届いていることが確認できる。 

このほか、学習不足により単位が修得できない学生の支援体制として学生修学支援室

を設置し、前期及び後期の成績不審者を対象とした面談を令和 4（2022）年度は 32件、

また、ピアサポーター（学生相談員）による学修相談について、履修登録時に相談員を

増員して集中的に行う等して実施し、169件（昨年度 116件）の相談に応じていた。 

 

（2） 課外活動支援 

令和 4(2022)年度に本学が行った課外活動支援は、各団体に対して教育用の体育施

設、サークル棟及び講義室の貸与のほか、活動上必要とする物品支援（2,059千円）や

備品等の貸与を行っている。 

課外活動支援は、各学部等においても行われている。理工学部では学生サークル「ロ

ボティクス研究会」に講義室利用の便宜とロボットコンテストについてアドバイスを行

っていた。医学部医学科では学生自治会と学部長、学務委員長等が定期的に懇談会を開

催し、医学部保健学科・心理支援科学科では利用団体の調整のための本町地区体育館使

用調整会議を開催するなどし、課外活動支援を行っている。また、地域社会研究科で

は、大学院生の課外活動に対する支援を行っていた。 

 

（3） 主な経済的支援 

令和 4(2022)年度に本学が行った主な経済的支援は、以下のとおりである。 
 

 ① 入学料免除 

区 分 種  類 件数 金額(千円) 

学部新入生 高等教育の修学支援制度 198 42,864 

被災学生（学部） 文科省補正予算  3    846 

学部学生 学内予算（事業費）   6  1,504 

大学院学生 学則分  27  3,948 
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② 授業料免除 

区 分 種  類 件数 金額(千円) 

学部学生 高等教育の修学支援制度 1,611 339,296 

  〃 運営費交付金(令和元年 4 月以前入学者）   209  31,210 

私費外国人留学生 運営費交付金(      〃   )    8   2,143 

被災学生（学部） 文科省補正予算    29   7,769 

学部学生 学内予算（事業費）    23   5,805 

大学院学生 運営費交付金＋大学院振興事業費   365  79,224 

被災学生（大学院） 文科省補正予算     1     268 

新型コロナウイルス

感染症に係る影響を

受けて家計が急変し

た家庭の学生に対す

る授業料免除 

文科省補正予算     11   2,813 

卓越した学生に対す

る後期授業料免除 

運営費交付金,大学院振興事業費

及びネットワン基金 
   36   9,580 

 

③ 独自の奨学金  

種  類 件数 金額(千円) 

岩谷元彰弘前大学育英基金    15  3,000 

トヨペット未来の青森県応援事業奨学金     4  1,000 

弘前大学生活協同組合学生支援金給付事業    29  2,900 

 

学生に対する相談体制、課外活動支援及び経済的支援については、学内規程等に基づ

いて適正に実施されている。 

このほか、各学部等において、各組織の予算による以下の支援が行われていた。 

教育学研究科では青森県教育委員会からの派遣により入学した者等に対して入学料及

び検定料相当額等の支援（10件）、医学研究科では入学料と 1年半分の授業料支援（8

件）、入学料と授業料の支援（1件）及び修学支援金の貸与（13件）、保健学研究科では

博士前期課程の学生に 5万円を研究費とした支援（5件）、理工学部・理工学研究科では

TA（153名、8,934千円）及び RA（24名、4,115千円）の雇用及び大学院生研究発表補

助金支援（16件、894千円）、地域共創科学研究科では国内学会で研究発表を行う際の

旅費支給支援（4件）が行われていた。 

また、弘前大学基金により、農学生命科学部・農学生命科学研究科では私費留学生の

勉学支援（13件）が行われていた。 

また、利用実績はなかったが、人文社会科学研究科では文献複写・図書借用費用の補

助支援体制を整備していた。 

  



 

30 
 

（4） その他の支援 

令和 4（2022）年度入学者から PCを必携化としたことに伴い、経済的事情などで PC

を購入できない学生や、使用中の PCの故障・不具合等に対応するため、学務部教務課

において学生貸し出し用の PCを整備している。 

令和 4(2022)年度は、各学部・研究科の学生に対して、125件の貸し出しを行ってい

た。 
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項目６ 自主的学習環境の整備状況 

 

１ 調査対象 

各教育課程 

 

２ 調査方法 

各教育課程における自主的学習環境の整備状況について、教育課程毎に取り纏めた上

で、9月 15 日を期限として提出を求めた。 

 

３ 実施内容 

各学部・研究科等における、自習室、グループ討議室、情報機器室、教室・教育設備

等の授業時間外使用等による自主的学習環境が十分に整備され、効果的に利用されてい

るか、自習室等の室数、席数、利用時間、パソコンの設置台数等の状況について検証し

た。また、学生からの要望により改善・見直しを行った実績についても検証した。 

 

４ 実施結果 

各学部・研究科等における自習室等の整備状況は、以下のとおりである。 

 

表Ⅱ－２０ 各学部・研究科における自主的学習室等の整備状況 

学部・研究科名 室  数 座席数※ PC 台数 備 考 

教養教育開発実践センター 2 81 55  

人文社会科学部・人文社会科学研究科 26 345 36  

教育学部・教育学研究科 4 63 0  

医学部医学科・医学研究科 17 539 150  

医学部保健学科/心理支援科学科・保健学研究科 6 199 51  

理工学部・理工学研究科 3 248 0  

農学生命科学部・農学生命科学研究科 3 39 13  

地域共創科学研究科 3 60 2  

地域社会研究科 1 15 2  

計 65 1,589 309  

  ※ 新型コロナウイルス感染症防止対策により、座席数は収容定員の２分の１以下として運用している。 

 

本学では、夜間・休日の建物への出入りを機械式警備方式により電気錠で管理・制限

しており、自主的学習環境の利用時間は限られたものとなっているが、各学部において

セキュリティカードを貸与することにより、主に学部 4年次や大学院生の自由な教育研

究に対応している。 

自習室については、表Ⅱ-20のほか、主にパソコンルームを備えた情報基盤センター

や図書館及び図書館分室などが利用できるため、学部 4年次及び大学院学生が授業時間

外においても十分利用できる体制が確保されている。 
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なお、令和 2（2020）年度以降、新型コロナウイルス感染症防止対策として講義室等

の利用を収容定員の 2分の 1以下としていることから、自学自習室についても同様の収

容定員としている。また、テーブル上にパーテーションを設置、各教室の出入口に手指

消毒用アルコールを設置しているほか、24時間換気を行うなどして、全学的に十分な感

染予防対策が実施されている。 

また、令和 4（2022）年度は、パソコンの必携化に伴う総合教育棟 301講義室等のコ

ンセントの増設、総合教育棟 101、201、217講義室、自学・自修室及び人文社会科学研

究科院生研究室 A～Cに新たにエアコンを設置する等、学習環境の整備が進められてい

る。 

以上のことから、本学の自主的学修環境の整備状況は、適正であるものと判断され

る。 
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項目７ アンケート調査 

 

７-１ 在学生に対する授業評価アンケート（令和 4年度） 

 

１ 調査目的 

  教員の授業改善及び質の保証の推進を目的として、前期及び後期開講の授業科目を対

象に実施した。 

 

２ 実施期間 

  前期授業科目：令和 4年 7月 19日(火)～ 7月 25日(月) 

  後期授業科目：令和 5年 1月 23日(月)～ 1月 27日(金) 

なお、予備期間として、その前後の１週間を設定。 

 

３ 調査対象科目 

(1) 教養教育科目 

実施期間に開講（非常勤講師の担当科目を含む）の授業科目（講義、演習）から、履

修者数が５人以下の授業科目を除いた科目  

(2) 専門教育科目 

実施期間に開講（非常勤講師の担当科目を含む）の授業科目から、履修者数が５人以

下の科目、卒業研究、臨地・臨床実習等（それに相当する科目）を除いた科目のうち、

学部の裁量により調査対象として判断した授業科目 

 

４ 実施方法 

人文社会科学部、医学部保健学科、医学部心理支援科学科、理工学部、農学生命科学

部の専門教育科目及び教養教育科目について、今年度から CAMPUSSQUAREを利用したオ

ンライン方式により以下の方法で実施した。 

① 授業担当教員は、授業中に 10分程度の時間を設けて学生に回答させる。（オンデマ

ンド形式の場合は、適宜、学生へ実施期間中に回答するよう指示。） 

② 学生は授業担当教員の指示に従い回答する。 

なお、教育学部及び医学部医学科の専門教育科目については、学部独自の設問から

なるアンケート調査を実施した。設問内容が上記学部等のものと異なるため、同じ内

容の設問のみを比較対象としている。 

アンケート調査結果は各学部において分析し、各授業の改善に役立てるようにして

おり、また、回収率などの集計結果はホームページに掲載し、授業科目ごとの評価結

果は学内に限定してホームページに掲載している。 

 

５ 集計結果 

(1) 回収率について 

各授業におけるアンケートの回収率の平均は、以下のとおりである。 

人文社会科学部は前期 72％、後期 66％、医学部保健学科・心理支援科学科は前期
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67％、後期 74％、理工学部は前期 73％、後期 65％、農学生命科学部は前期 77％、後期

70％、教養教育は前期 77％、後期 68％であり、昨年度までのマークシート形式による

実施と比較すると低い回収率であるため、回収率向上の取組が必要である。 

なお、独自の調査票を利用して行った教育学部は前期 50％、後期 49％、医学部医学

科は前期 23％、後期 22％であり、教育学部は昨年度（教育学部は 36％、医学部医学科

は前期 31％、後期 43％）より向上しているものの、どちらの学部も依然低い水準であ

る。本調査は教員の授業改善及び教育の質の保証の推進を目的とした重要な調査である

ことから、抜本的な改善を行い他学部並みの高い回収率が得られるよう実施願いたい。 

(2) 授業の到達目標について 

授業の到達目標及び成績評価方法の学生の認知度については、全ての学部等において

設問としている。平均値は、前期、後期いずれも概ね 4.0ポイント以上となっており、

ほとんどの授業において授業目的が明確にされていることがうかがえる。 

また、人文社会科学部等では「授業の到達目標をクリアできた」についても設問とし

ており、いずれも 3.6ポイント以上の結果となっていることから、授業が適切に行われ

ていることが担保されていると判断できる。 

(3) 学生の理解度を踏まえた授業の進行について 

学生の理解度を確認しながら授業が進められていたかどうかについては、全ての学部

等において設問としている。平均値は、前期、後期いずれも 3.6ポイント以上となって

おり、ほとんどの授業が適切に実施されていると判断される。 

(4) シラバスの内容に沿った授業の実施について 

人文社会科学部等では、授業がシラバスの内容に沿って行われていたかを設問として

いる。平均値は、前期、後期いずれも 4.1ポイント以上となっていることから、本学の

授業が授業計画に沿って適切・着実に行われ、教育の質が高い水準で担保されていると

判断される。 

 (5) 授業の満足度について 

授業の満足度については、全ての学部等において設問としている。平均値は、前期、

後期いずれも概ね 3.9 ポイント以上となっている。このことから、授業が適切に行われ

ており、本学の教育の質が高い水準で維持されていると判断される。 

 (6) 全体の平均値について 

全ての設問に対する平均値については、全ての学部等において前期、後期いずれも

3.9 ポイント以上となっている。このことから、本学の教育の質が十分に担保されてい

ると判断される。 

(7) 最終的な評価 

授業の満足度をみると、評価が 3.5以上の授業を平均的な水準にあるものと設定した

場合、平均に満たない各学部の科目数は 2,277 科目中 131科目、全体に占める割合は

6％であり、授業のほとんどが満足であると回答されていることから、本学の教育の水

準は担保されているものと判断できる。 

また、全項目の平均値をみると、平均に満たない各学部等の科目数は 74科目、全体

に占める割合は 3％である。よって、ほとんどの授業が平均的な水準を超えていると考

えられることから、本学の教育の質が十分に担保されているものと判断される。  
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前期

項　目

教育課程

人文社会科学部 3.71 4.12 3.71 3.84 4.06 3.87 3.86 4.19 4.33 4.22 4.06 4.00

医学部保健学科

医学部心理支援科学科

3.67 4.02 3.65 3.66 3.85 3.81 3.81 4.19 4.33 4.19 3.91 3.92

農学生命科学部 3.68 4.09 3.67 3.72 4.03 3.90 3.91 4.22 4.37 4.22 4.01 3.98

3.68 3.99 3.80 3.82 4.02 3.90 3.89 4.16 4.35 4.14 4.02 3.98

項　目

教育課程

項　目

教育課程

③4.43

④4.52

注１：人社、保健、心理、理工、農生、教養の回答選択肢

　　　「5.強くそう思う　4.そう思う　3.どちらともいえない　2.そう思わない　1.　全くそう思わない」

注２：数値は、授業科目ごとの受講者数を考慮した加重平均値

注３：医学部医学科は、講義科目のみの集計結果
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後期

項　目

教育課程

人文社会科学部 3.74 4.13 3.81 3.88 4.14 4.12 3.98 4.19 4.34 4.22 4.10 4.06

医学部保健学科

医学部心理支援科学科

3.81 4.10 3.73 3.76 3.99 4.00 3.92 4.25 4.38 4.27 3.97 4.02

農学生命科学部 3.76 4.12 3.75 3.87 4.10 4.01 3.93 4.22 4.36 4.12 4.01 4.02

3.73 4.04 3.89 3.91 4.09 4.12 4.03 4.23 4.34 4.19 4.04 4.05

項　目

教育課程

項　目

教育課程

③4.07

 ④4.13

注１：人社、保健、心理、理工、農生、教養の回答選択肢

　　　「5.強くそう思う　4.そう思う　3.どちらともいえない　2.そう思わない　1.　全くそう思わない」

注２：数値は、授業科目ごとの受講者数を考慮した加重平均値

注３：医学部医学科は、講義科目のみの集計結果
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区分等 区分等

教育課程 最低値 最高値 教育課程 最低値 最高値

2.60 5.00 228 科目 中 9 科目 2.50 5.00 231 科目 中 7 科目

2.41 4.80 183 科目 中 19 科目 2.50 4.88 173 科目 中 12 科目

2.93 5.00 98 科目 中 7 科目 3.00 5.00 95 科目 中 5 科目

2.34 5.00 407 科目 中 32 科目 2.58 5.00 335 科目 中 22 科目

区分等 区分等

教育課程 最低値 最高値 教育課程 最低値 最高値

区分等 区分等

教育課程 最低値 最高値 教育課程 最低値 最高値

2.6 5.00 65 科目 中 4科目 4.2 5.00 44 科目 中 0科目

最低値 最高値 最低値 最高値

2.9 5.00 65 科目 中 4 科目 4.1 5.00 44 科目 中 0科目

最低値 最高値 最低値 最高値

3.11 5.00 228 科目 中 5 科目 3.00 5.00 231 科目 中 4 科目

3.06 4.86 81 科目 中 1 科目 3.66 4.85 81 科目 中 0 科目

2.90 4.90 65 科目 中 3 科目 4.00 5.00 44 科目 中 0 科目

2.92 4.69 183 科目 中 11 科目 3.09 4.59 173 科目 中 6 科目

3.00 4.93 98 科目 中 5 科目 3.00 4.68 95 科目 中 4 科目

2.91 5.00 407 科目 中 20 科目 3.02 4.97 335 科目 中 9 科目

3.18 5.00 127 科目 中 5 科目

3.17 5.00 127 科目 中 7 科目

3.11 4.86 129 科目 中 1 科目

後期　「満足度・理解度」

全体的に授業に満足できた

評価が3.50未満の科目数

人文社会科学部

全体的に授業に満足できた

評価が3.50未満の科目数

人文社会科学部

医学部医学科

教育学部

前期　「満足度・理解度」

医学部保健学科

理工学部

農学生命科学部

教養教育

医学部心理支援科学科

3.00 5.00 129 科目 中 2 科目

教養教育

この授業を受けてよかった

評価が3.50未満の科目数

授業の内容を理解できたか（理解しやすい

工夫など）

評価が3.50未満の科目数

医学部医学科

授業を担当した教員について、あなたの期待に対す

る満足度は概ねどの程度か

評価が3.50未満の科目数

理工学部

前期 「全項目平均値」

教育課程等 評価が3.50未満の科目数

人文社会科学部

医学部保健学科

医学部心理支援科学科

医学部保健学科

医学部心理支援科学科

理工学部

農学生命科学部

教養教育

この授業を受けてよかった

評価が3.50未満の科目数

教育課程等

3.50 5.00 81 科目

評価が3.50未満の科目数

中 0科目

後期　「全項目平均値」

授業の内容を理解できたか（理解しやすい

工夫など）

評価が3.50未満の科目数

医学部医学科

授業を担当した教員について、あなたの期待に対す

る満足度は概ねどの程度か

評価が3.50未満の科目数

理工学部

農学生命科学部

教養教育

教育学部 2.60 5.00 81 科目 中 5 科目 教育学部

人文社会科学部

医学部医学科

医学部保健学科

医学部心理支援科学科

教育学部

農学生命科学部
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７－２ 卒業生・企業等アンケート（令和 5 年度） 
 
１ 調査対象 

本調査は、卒後・修了 3年後となる令和元(2019)年度卒業生等及び当該卒業生等（一

時的な仕事に就いた者、医学部卒業生、教員は除く。）が就職している企業等を対象と

した。 

なお、従来は 2人以上の就職企業等のみを対象としていたが、開会の調査から全ての

就職企業等を対象とした。 

 

２ 実施方法 

教育委員会で承認された「卒業生等・企業等アンケート調査」実施要項に基づき、以

下のとおり実施している。 

(1) アンケートの実施時期 

7月に、卒業生へアンケート依頼はがき及びメール(アンケート回答フォームの QRコ

ード、URLを記載)、企業へアンケート依頼はがき（アンケート回答フォームの QRコー

ド、URLを記載)を郵送し、回答は Web上で行うシステムとして実施。 

(2) アンケート項目 

卒業生アンケートは、14の選択式設問と 1の自由記述で構成。質問内容は、「基本事

項」3項目、「在学中の教育や学生支援」4項目、「学生生活で感じたこと、身についた

と思うこと」4項目、「在学生のため、今後の教育や学生支援に必要と思われること」4

項目となっている。 

企業等アンケートは、基礎項目と調査項目の構成で、全部で７つの設問。3つの調査

項目はすべて選択式となっている。 

(3) アンケートの集計結果については、教育委員会において報告後、各対象部局であ

る全ての学部・研究科等において分析・検証されている。 

 

３ 回収率 

卒業生アンケート 12.91％（187件/1,448人）、企業等アンケート 20.72％（115件

/553件）と、いずれも回収率が低いため、総体的な検証・判断が難しくなっているが、

卒業生アンケートについては昨年度 11.47％から約 1.4ポイント増加した。これは、は

がきに加えてメールでも依頼したことことで増加したものと考えられる。 

企業等アンケートについては、昨年度の 27.90％から約 7.2ポイント減となったが、

対象企業が昨年度 129 件から 553 件と大幅に増加したことによるものである。しかし、

実際の回答数は 36件から 115件と 3倍強増加しており、ある程度の効果が得られてい

ることが確認できる。 

今後も引き続き、回収率を向上させるための効果的な手法を検討していくことが必要

である。 

なお、卒業生アンケートの内訳は以下のとおりであった。 

 ・学部 149 人（人文 30、教育 19、医学 8、保健 26、理工 45、農生 21） 

 ・研究科 38人（人社 5、教育 5、医学 0、保健 2、理工 17、農生 7、地社 1） 
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４ 集計結果 

(1) 卒業生アンケート 

ア 就職・進学先等が入学時に希望していた進路と一致するかの設問では、「希望どお

り」61人（33％）、「大体希望どおり」53人（28％）であり、「希望どおりではないが

満足している」53人（28％）を含めると89％が満足としていた。回収率が低いため総

合的に判断することはできないが、昨年度比で約2ポイント増となっており、本学の

入学者受け入れの方針と卒業認定・学位授与の方針との連続性・整合性が担保されて

いることの目安となっている。 

 

問３ 就職・進学先は，入学時に希望していた進路と一致しますか。 

  希望どおり 大体希望どおり 
希望どおりではな

いが満足している 

希望どおりではな

く満足していない 

希望する進路

がなかった 

人文社会科学部 4 14 6 1 2 

人文学部 1 1     1 

教育学部 12 1 4 2   

医学部医学科 7 1       

医学部保健学科 16 6 2 1 1 

理工学部 9 9 18 4 5 

農学生命科学部   11 8   2 

人文社会科学部 2 1 2     

教育学研究科 2 2 1     

保健学研究科   1 1     

理工学研究科 6 5 7     

農学生命科学研究科 2 1 3 1   

地域社会研究科     1     

総計 61 53 53 9 11 

比率 32.6% 28.3% 28.3% 4.8% 5.9% 

 

 

イ 在学中の教育内容の満足度に関する設問では、「満足」64人（34％）、「どちらかと

いえば満足」82人（44％）と全体で78％であった。昨年度比で約4ポイント増となっ

ており、本学の教育が概ね適正であることの目安となっている。 

 

問４ 教育内容に、全体として満足でしたか。 

  満足だった 
どちらかといえ

ば満足だった 
一概に言えない 

どちらかといえば不

満足だった 
不満足だった 

人文社会科学部 11 13 3     

人文学部 1 2       

教育学部 9 6 3 1   

医学部医学科 3 2 3     
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医学部保健学科 7 13 4   2 

理工学部 9 20 12 2 2 

農学生命科学部 5 11 4 1   

人文社会学研究科 3 2       

教育学研究科 4 1       

保健学研究科 1 1       

理工学研究科 8 8 2     

農学生命科学研究科 3 2 1 1   

地域社会研究科   1       

総計 64 82 32 5 4 

比率 34.2% 43.9% 17.1% 2.7% 2.1% 

 

ウ 各学部・研究科等においても回収率を考慮して分析・検証を行っている。 

上述のように、各教育課程の教育内容については高い評価が得られていることを

確認できたが、教養教育開発実践センターでは、国際共通語としての英語能力及び

国際性に係る能力が身についたとする回答が30％程度と低いことから、さらなる改

善が必要であるとしている。また、医学部医学科では、学習や研究に関わる施設、設

備、備品について約半数が満足しているものの、例年同様低い傾向にあるものと判

断しており、引き続き充実させる取り組みを検討・実施していくことが求められて

いることを掲げている。 

 

(2) 企業等アンケート 

ア 採用にあたってどのような点を重視したかという設問については、「課題探求・問

題解決に係る基礎的な力」85％、「社会人としての基礎的な力」84％となっており、

前年度に実施した調査と同様の内容が注目されていることが確認された。このこと

から、本学の卒業生に対しては、汎用性のある基礎力が高く期待されていることがう

かがわれる。 

 

イ 本学が掲げる卒業認定・学位授与の方針に係る知識や資質が、本学卒業生に身につ

いていると思われるかを問う設問については、「身に付いている」「どちらかといえば

身に付いている」とした回答が設問に掲げた 5 つの力についてそれぞれ 71％～83％

となっている。このことから、本学の卒業認定・学位授与の方針が適正であることが

概ね担保されているものと判断される。 

 

ウ 自由記述では、前回行った調査と同様、本学卒業生の活躍ぶりをつたえるものや、

採用活動に対する謝辞がほとんどであった。多くの企業が、今後も本学の卒業生に対

して高く期待する意見を述べており、このことから、就職支援活動を通じた企業等と

の関係性が引き続き良好であることがうかがわれる。 
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７－３ 各部局等におけるアンケートの実施状況（令和４年度） 

 

１ 調査対象 

令和 4年度に実施した以下のアンケート調査結果及び検証結果等 

   ・新入生に対する志望動機・時期等の入学時調査 

 ・在学生に対する生活状況、就学状況、進路希望等を把握するための学生調査 

 ・在学生に対する授業評価のアンケート 

 ・卒業者に対する在学時における大学の満足度等を把握するための卒業時調査 

 ・卒後 3年後の卒業生に対する学生生活への満足度や学修成果に関する調査 

   ・卒後 3年後の本学卒業者を雇用している企業等に対する本学卒業生への評価等に

関する調査 

 

２ アンケート実施部局等 

(1) 教養教育開発実践センター：授業評価アンケート、教養教育に関する学生アンケ

ート 

(2) 人文社会科学部・人文社会科学研究科：授業評価アンケート、研究生活アンケー

ト、修了生アンケート、  

(3) 教育学部・教育学研究科：授業評価アンケート 

(4) 医学部医学科・医学研究科：授業評価アンケート、卒業生アンケート、修了生ア

ンケート 

(5) 医学部保健学科/心理支援科学科・保健学研究科：授業評価アンケート、入学時ア

ンケート、卒業生アンケート、修了生アンケート 

 (6) 理工学部・理工学研究科：授業評価アンケート、卒業生アンケート、修了生アン

ケート 

(7) 農学生命科学部・農学生命科学研究科：授業評価アンケート、新入生アンケート 

(8) 地域共創科学研究科：授業評価アンケート、修了生アンケート 

(9) 地域社会研究科：授業評価アンケート、修了生アンケート 

 

３ アンケートの実施結果 

各部局が実施したアンケートの内容等及び調査結果の検証については、以下のとおり

である。 

(1) 教養教育開発実践センターでは、全学部の 1年生に対し、教養教育に関する学生

アンケートを前期及び後期に実施している。前期では、入学時のガイダンスの説明

や履修相談、後期では基礎ゼミナールの内容等を設問とし、当該事項について検証

を行っている。回答率は、前期 70.7％(968人/1,370人)、後期 58.2％(799人/ 

1,374人)で、前期は昨年度（62.9％）から増加しており、後期は昨年度（60.5％）

と同程度であった。 

(2) 人文社会科学研究科では、前期及び後期に研究生活アンケートを行い、問題とな

る回答について研究科運営会議で検証している。また、前期及び後期に授業評価ア

ンケート、9月及び 3月に修了生アンケートを実施している。 
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    (3) 教育学部では、前期及び後期に授業評価アンケートを行い、評価が 3.0未満

（5.0満点）の授業について検証を行っている。 

  （4） 医学部医学科では、前期及び後期に独自に授業評価アンケートを行っているほ

か、卒業時に卒業生アンケート（回収率 99.2％（129人/130人））を実施し、学務

委員会において検証している。  

（5） 医学部保健学科及び心理支援科学科では、各専攻において入学時アンケートを

実施し、志願した理由等について検証している。また、卒業生アンケートを実施

し、教育内容の満足度、各種支援等について質問を行い、検証している。 

（6） 理工学部では、卒業時に卒業生アンケートを実施し、教育内容やカリキュラム

の満足度、就職活動支援及び進路等について検証を行っている。 

（7） 農学生命科学部では、入学時に新入生アンケートを実施し、入試関連等につい

て検証を行っている。 

 (8) 地域共創科学研究科では、前期及び後期に授業評価等アンケート(回収率：前期

71.4％(45件/63 件)、後期 76.3％（45件/59件)）を実施し、各授業内容や研究指

導について検証を行っている。また、修了時には修了生アンケートを実施し、指

導体制や学習目標の達成度等について検証を行っている。 

 (9) 地域社会研究科では、9月（回収率 100％（2件/2件））及び 3月（回収率 75％（3

件/4 件））に修了生アンケートを実施し、教育内容、教育カリキュラム及び指導方

法等について検証を行っている。  
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Ⅲ 参考資料 

 

弘前大学アセスメント・ポリシー（学部） 

 

(令和 4年 10月 14日学長裁定第 77号) 

 

 

弘前大学は、各学部が卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）

に定める学位取得の要件に基づき、教育目標の到達度、学生の満足度などの学

修成果に関してアセスメント（測定・評価）を実施し、教育課程の有効性につ

いて検証を行い、本学の教育改革、教育方法の改善及び学修支援等に活用しま

す。 

 

 1 実施単位 

アセスメントの単位は、機関レベル（大学全体）、教育課程レベル（各学

部）、科目レベル（各授業）とする。 

 

 2 実施体制 

   アセスメントは、機関レベルでは教育推進機構、教育課程レベル及び科

目レベルでは各学部等において、それぞれ実施する。 

 

 3 実施方法 

(1) アセスメントは、以下について、アセスメント・チェックリストによ

り実施する。 

    ・入学、進学、留年、退学等及び卒業・進路の状況 

    ・教育活動、研究活動及び社会との連携等の状況 

    ・カリキュラムチェック 

    ・授業の開講、成績評価の状況 

    ・学生支援の状況 

    ・学修環境の整備状況 

    ・アンケート調査（入学時（志望動機等）、在学時（授業評価、生活

状況、進路希望等）、卒業時（大学の満足度等）、卒後 3年経過時

（ＤＰの有効性、就職先企業等に対する卒業生の評価等）） 

・その他（アセスメントに有効な取組等） 

(2) アセスメントの結果は、教育推進機構会議等に報告し、本学の教育方

法の改善等に活用する。 
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弘前大学アセスメント・ポリシー（研究科） 

 

(令和 4年 10月 14日学長裁定第 78号) 

 

 

弘前大学は、各研究科が卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシ

ー）に定める学位取得の要件に基づき、教育目標の到達度、学生の満足度など

の学修成果に関してアセスメント（測定・評価）を実施し、教育課程の有効性

について検証を行い、本学の教育改革、教育方法の改善及び学修支援等に活用

します。 

 

 1 実施単位 

アセスメントの単位は、機関レベル（大学全体）、教育課程レベル（各研

究科）、科目レベル（各授業）とする。 

 

 2 実施体制 

   アセスメントは、機関レベルでは教育推進機構、教育課程レベル及び科

目レベルでは各研究科等において、それぞれ実施する。 

 

 3 実施方法 

  (1) アセスメントは、以下について、アセスメント・チェックリストによ

り実施する。 

    ・進学、留年、退学等及び修了・進路の状況 

    ・教育活動、研究活動及び社会との連携等の状況 

    ・カリキュラムチェック 

    ・授業の開講、成績評価の状況 

    ・学生支援の状況 

    ・研究環境の整備状況 

    ・アンケート調査（在学時（授業評価、生活状況、進路希望等）、修

了時（大学（研究指導）の満足度等）、修了後 3年経過時（ＤＰの

有効性、就職先企業等に対する修了生の評価等）） 

・その他（アセスメントに有効な取組等） 

(2) アセスメントの結果は、教育推進機構会議等に報告し、本学の教育方法

の改善等に活用する。 
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アセスメント・ポリシーの運用に関する要項 

 

(令和 4 年 10 月 14 日 学長裁定第 79 号) 
  

第 1 趣旨 

この要項は，弘前大学アセスメント・ポリシー（学部）及び弘前大学アセ

スメント・ポリシー（研究科）の運用に関して，必要な事項を定める。 

 

第 2 実施方法等 

1 アセスメントに係る調査（以下「調査」という。）は，各学部，各研究科

及び教育推進機構教養教育開発実践センター（以下「学部等」という。）を

対象とする。 

2 以下に掲げる項目については，教育推進機構長（以下「機構長」とい

う。）から学部等に対して依頼する調査により行う。 

(1)  カリキュラムチェック 

(2)  授業の開講，成績評価の状況 

(3)  学生支援の状況 

(4)  学修環境等の整備状況 

(5)  その他アセスメントに有効な取組等 

3 機構長は，学部等から報告された調査結果について，全学的見地から検証

し，評価結果を取りまとめ，学長に報告する。 

4 学長は，前項の報告により改善すべき事項があった場合は，教育推進機構

において改善計画を取りまとめさせ，該当する学部等に改善計画に基づいた

措置を講ずることを命ずる。 

5 前項の該当する学部等は，講じた措置の結果について，学長に報告する。 

 

第 3 その他 

  その他調査に関し必要な事項については，別に定める。 

 

附 則 

この要項は，令和 4年 10月 14日から実施する。 

 




